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1．はじめに
　S-map は，2015 年 5 月 10 日に公開を開始した日本シー

ムレス地質図(地質調査総合センター, 2015)の新ビューアの

ために開発された JavaScript 地図描画ライブラリである．

ただし，現状では地図描画そのものは Leaflet(Vladimir
Agafonkin, 2015)が行い，S-map は Leaflet を利用するた

めのラッパーライブラリという位置づけになっている（第
1 図 ） ． S-map の S に は Seamless,  Simple,  Smart,
Sophisticated の意味が込められており，より高機能な

Web 地図作成支援を目指して外部公開を予定している．ま

た，将来的には Cesium(agi, 2015)を使った 3D 描画にも対

応する予定である．本論ではこの S-map についてその機

能・特徴を紹介し，公開されている Web サイトでの利用事

例として日本シームレス地質図とエナジコーンを取り上げ

る．

2．S-map概要
2.1 設計コンセプト

　S-map は単一のファイル smap.js として提供される．

smap.js では，名前空間としてグローバル変数 Smap が定

義され，S-map が提供するオブジェクトや関数はすべて

Smapの子孫メンバーとして定義される．

　S-map の提供する機能はシンプルであり，基本的にはユ

ーザは Map オブジェクトと Layer オブジェクト利用する．

それらのオブジェクトの提供にはいわやるクラスは使用せ

ず，オブジェクトを返す関数が提供される．また，オブジ

ェクトは原則として動的に変更でき，変更された場合は描

画に反映されるように実装している．
　Map を生成する関数 Smap.map は，デフォルト設定で

動作するように設計されているので，最も単純な場合はス

クリプトとしては以下の 1 行を記述するだけでブラウザい

っぱいに広がった地理院地図が表示される Web アプリケー

ションを記述できる．

Smap.map();

2.2 主な機能

　S-map は一般的な 2D 地図描画機能を備えている．すな

わち，タイルマップの描画，単独画像の描画，複数レイヤ

ー対応，マウス・タップによる地図移動，ズームなどであ
る．Leaflet が単体では対応していない KML の描画も機能

制限つきであはるが行える．ユーザコントローラとしては

ゲームパッドに対応している．地名検索にも対応しており，
東京大学空間情報科学研究センターの CSIS シンプルジオ

コーディング実験(東京大学空間情報科学研究センター,

2006)を利用することができる．

3. S-mapの特徴
3.1  Promise のサポート

　S-map では，非同期処理を簡潔に記述するための

Promise をサポートしている．Promise は，生成時点では

まだ完了していない処理を表現するオブジェクトで，
JavaScript の次期バージョン(ES6)で導入される予定では

あるが，現時点でも Chrome, Firefox などのブラウザでは

利用可能である．S-map では，画像の取得関数など多くの

関数で戻り値のオブジェクトとして利用している．ただし，
Internet Explorer などはまだ対応していないため，S-map
内で実装したものを使用している．
3.2  スマートタイル支援機能

　スマートタイルは，Web 地図システムにおいてサーバ側

のピラミッドタイルとクライアント側の描画の間に高速な

タイル変換プロセスを追加するシステムアーキテクチャの
名称である（西岡，2015）．タイル変換プロセスの実装を

行う場所はサーバ側とクラインアント側の両方が可能であ
るが，S-map ではクライアント側での実装を支援する機能

が用意されている．具体的には，Layer オブジェクトの

convertTile 関数と drawTile 関数で，両者はいずれもライ

ブラリの利用者がオーバーライドして使用する．前者は引
数として元タイルが描画された Canvas を受け取りそれを

元にタイルを描画するが，後者は元タイル画像を受け取ら

ないという違いがある．
3.3 ダウンロード支援機能

　S-map には，ライブラリ利用者のダウロード機能実装を
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支援するために，Map オブジェクトと Layer オブジェクト

それぞれに cutImage メソッドが提供されている．これら

は緯度経度で範囲を指定して，その範囲の PNG 画像を返

す．さらに URL の内容をファイルとしてダウンロードす

る関数（saveURL）や地図画像を KMZ としてダウンロー

ドできる関数（mapToKMZ）も提供している．

3.4 ピクセル情報取得機能

　S-map では，緯度経度を指定して Layer オブジェクトか

らピクセル情報を取得するための機能も提供している．
getPixel メソッドは RGBA の 4 つの要素を配列として返し，

getPixelRGB メソッドは RGB を 1 つにまとめた 24bit整
数として返す．getPixelInfo メソッドは，あらかじめ凡例

情報辞書を配列として与えておくことにより，そのピクセ

ルに対応する凡例情報を取得することができる．

4. 利用事例
4.1 日本シームレス地質図

　冒頭で述べたとおり S-mapは日本シームレス地質図のた

めに開発されたものであり，日本シームレス地質図では S-
map 機能をふんだんに活用している．地質単元ごとの表示

/非表示の切り替えは前節の drawTile を利用して，クライ

アント側実装スマートタイルで行っている．PHP によるサ

ーバ側スマートタイルを採用していた以前のビューアに比

べて，クライアント－サーバ間のアクセスが抑えられ，レ

スポンスが高速になりまたサーバ負荷も軽減される．また，
クリック(タップ)位置の凡例情報や標高値の表示には前節

のピクセル情報取得機能を利用している．さらに，描画さ

れた地質図をユーザ環境に保存するために前節のダウンロ

ード支援機能を利用している．
4.2 エナジーコーン

　「火山重力流シミュレーション-エナジーコーンモデル」は，

G-EVER火山災害予測システムで試験公開されているもの

で(産総研 G-EVER推進チーム, 2015)，国土地理院の地理院

タイル(標高）を元に作成した PNG標高タイルを利用して

いる(宝田ほか, 1993, 西岡ほか, 2014)．S-map はこのエナ

ジーコーンでも利用されており，PNG標高タイルとして

取得したデータから，前節の convertTile メソッドによっ

てシミュレーション計算を行い，結果をタイルとして生成
している．この手法を使った場合，従来 10秒程度かかっ

ていたシミュレーションをきわめて高速(1秒以下)でおこな

うことができる．

5．終わりに
　S-map は，現在外部公開を目指して最終調整中である．

ラ イ セ ン ス は Apache  License  2.0(Apache  Software
Foundation, 2014)を予定している．また，今後は Cesium
エンジンを実装して 3D に対応する予定であり，小型三次

元入力デイバイスである Leap Motion Controler にも対応

する予定である．
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